１．応募資格について 
・募集要項に記載の応募資格に「市内に設置されている大学の研究者（市内で研究している研究者に限る。）」とありますが、本学の研究者においては、所属部局の所在地が京都市内にあり、かつ、実際の研究拠点も京都市内にある者となります。【京都市医工薬産学公連携オフィスに確認済】
　（応募資格が認められない例）

　　　・所属部局の所在地が宇治キャンパスである者

　　　・所属部局の所在地は京都市内であるが、研究拠点を宇治キャンパスとする者
２．交付申請書の作成について
・「申請者」欄は、以下のとおりとしてください。

所在地…申請者の所属部局の所在地を記入する。
名称…申請者の所属部局名まで記入する。（例：京都大学○○研究科）

代表者名…申請者本人の氏名を記入し、正本には申請者個人の印を押印する。
　　　　　（学長や部局長名ではありません。）

・「１　申請者の概要」の「(2)中小企業者の場合」欄（損益計算書等を含む）は、記入不要です。（空欄のままとしてください。）

・「５　研究開発費の内訳」の「間接経費」欄には、必ず直接経費の３０％を計上してください。
３．採択内示後に提出する「助成金の管理及び経理並びに受領に係る承諾書」について
・承諾書については学長名で作成・押印しますので、採択内示後に所属部局事務部を通じて、交付申請書及び採択内示書類を添付のうえ研究国際部研究推進課研究助成掛に依頼してください。
４．採択後の助成金の管理等について

　・当該助成金は京都市の補助金ですので、採択後は寄附金としてではなく科研費と同様の管理等となります。
【研究国際部研究推進課】

